講演会のご案内

演 題

損傷核酸による変異誘発

演 者

紙谷浩之教授

愛媛大学 大学院理工学研究科

日 時

平成25年6月19日(水) 17:00～19:00

場 所

薬学部第２講義室
ヒトを含む大多数の生物の遺伝情報はDNAの塩基配列であり、DNA複製においては遺伝情報が正確に伝搬されることが前提となっている。60年前にWatson-Crickにより提唱されたA:T及びG:C塩基対の水素結合でこの正確な伝搬が説明されるが、実際には一部しか説明できないことが明らかにされている。また、化学物質等によってDNA損傷が生じると、複製時のエラーが大いに促進されることが明らかにされている。本講演では、複製の際のエラーがどのように生じ、生物はそれをどのように防御しているのか、また化学物質等によって生じるDNA損傷の複製への影響と生物が備えているDNA損傷の影響に対する防御システムについて紹介いただきます。
連絡先：篠原康雄（疾患プロテオゲノム研究センター、633-9145）

本講演会は創薬遺伝子生物学特論の一環として行います。

